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 論文内容の要旨
網膜色素上
(腿D)のよ
 胞外籔(至)OS)の貪食とその消化が挙げられる。
本論文は、
病態である
ついて検討
その起源は
で消化酵素
た。また、
せる方法が
による1囲への効率的な遺伝子導入方法の検討を行った。
本研究にお
阻害される
蓄積をもた
く関与して
。8捻eps顛D
POSの分解消
とが開らか
神経栄養因
果の高い神
AAVを胴い
への親和性
とE翻レセ
 にその導入効率改善の作期メカニズムを明らかにした。
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 論文審査結果の要旨
視覚には網膜の
成果を、当該細
 療法に資することを霞的として研究を開始した。
著者が着目した
である。この消
 がる。著者は、既知のNOによ
cat飴psinSがNO
 もたらすことを明らかにした。
次に、網膜色素上
し、採取の容易
 色素上皮細胞に着目し、この細胞に
その結果、当該
 分解消化能を持つことも明らかにした。
そこで著者は、
胞の脱落阻害等
Reurotrop鼠c
associatedviru
では当該色素細
hydroxyureaと
見出した。さら
らかにし、当該
 貢献が大いに期待できる。
これら成果は、
を示している。
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